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論文内容の要旨

近年の有線・無線の通信環境の発展に伴い、サーバが放送型通信を用いてクライアントにデータを配送するプッシ

ュ型放送に関する研究の関心が高まっている。プッシュ型放送を用いた情報システムでは、サーバは放送データに対

する要求を一度の放送により満たすことができる上、アクセス要求がサーバへ送信されないため、クライアント数が

非常に多い環境において、データアクセスのスループットの向上が期待できる。プッシュ型放送におけるデータアク

セスに対する平均応答時間を短縮するための送受信方式として、サーバ側における放送スケジュールのスケジューリ

ング方式や、クライアントにおけるデータアイテムのキャッシング方式が多く提案されている。

一方、クライアントはあるデータの集合にまとめてアクセスすることが多いといったように、データ聞には相関性

が存在することが一般的である。クライアントが相関性をもっデータ集合に対して頻繁にアクセス要求するような場

合には、送受信方式において、これらの相関性を考慮することによって、データアクセスの平均応答時間を短縮でき

る。

本論文では、データ間の相関性を考慮するサーバ側のスケジューリング方式、およびクライアント側のキャッシン

グ方式を提案した。

本論文では、上記の研究成果を、 6 章構成によりまとめた。まず、第 1 章の序章において、本研究の研究背景につ

いて述べ、第 2 章で、本研究の関連研究について述べた。

次に、第 3 章で、クライアントが相関性をもっデータ集合に対して同時にアクセス要求を発行する環境を想定し、

サーバ側のスケジューリング方式を提案した。提案方式では、クライアントのアクセス確率に基づいて決定した、適

切な放送頻度で各データを定期的に放送すると同時に、相関性が強く、同時にアクセス要求されるデータ同士を近接

して放送するような放送プログラムを作成する。

第 4 章では、相関性をもっデータに対するアクセス要求が連続して発行されるような環境を想定し、サーバ側のス

ケジューリング方式を提案した。提案方式では、データ利用時間などのクライアントのアクセス特性、および予測し

た過去のアクセス状況に基づいて、各時点において要求するクライアントの待ち時間の総和が最も大きい、最適なデ

ータを放送するヒューリスティックなアプローチを用いて平均応答時間の短縮を図る。
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さらに、第 5 章では、相関性をもっデータに対するアクセス要求が連続して発行されるような環境を想定し、クラ

イアント側のキャッシング方式を提案した。提案方式では、データ聞の相関性および次のアクセス要求を発行するま

での時間間隔を考慮、して、クライアントが最近アクセス要求したデータと相関性をもち、次回に発行するアクセス要

求に対する応答時間の利得が大きいデータをあらかじめキャッシュする。また、次回に発行するアクセス要求に加え

て、次々回に発行するアクセス要求に対する応答時間を考慮するように、提案方式を拡張する。

最後に第 6 章では、本論文の成果を要約し、今後の研究課題について述べた。

論文審査の結果の要旨

近年、サーバが放送型通信を用いてクライアントにデータを配送する、プッシュ型放送に関する研究に関心が高ま

っている。プッシュ型放送を用いた情報システムでは、サーバは放送データに対する要求を一度の放送により満たす

ことができ、しかもアクセス要求がサーバヘ送信されないため、クライアント数が非常に多い環境において、データ

アクセスのスループットの向上が期待できる。本論文は、プッシュ型放送におけるデータ間の相関性を考慮、した平均

応答時間の短縮に関する研究成果をまとめたものである。その主要な成果を要約すると次の通りである。

(1)相関性をもっデータ集合に対するアクセス要求が同時に発行される環境を想定し、クライアントの同時アクセス要

求確率の高いデータの組を近接して放送することによって平均応答時間を短縮する、サーバにおけるスケジューリ

ング方式を提案している。

(2)相関性をもっデータ集合に対するアクセス要求が連続して発行される環境を想定し、各時点において要求するクラ

イアントの待ち時間の総和が最も大きいデ}タを放送することによって平均応答時間を短縮する、サーバにおける

スケジューリング方式を提案している。

(3)相関性をもっデータ集合に対するアクセス要求が連続して発行される環境を想定し、最近アクセス要求したデータ

と相関性をもち、次回および次々回に発行するアクセス要求に対する応答時間の利得が大きいデータをあらかじめ

キャッシュすることによって平均応答時間を短縮する、クライアントにおけるキャッシング方式を提案している。

以上のように、本論文はプッシュ型放送の'性能向上に関する成果を挙げた先駆的研究として、情報科学に寄与する

ところが大きい。よって本論文は博士(情報科学)の学位論文として価値あるものと認める。
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